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核兵器は使われなかったとして
も、ウラン採掘や製造、核の威嚇
などによって、今この瞬間も核の
被爆者を世界中で作り出していま
す。存在するだけで⼈々を傷つけ
る核兵器は1⽇も早く無くしたい
です。2017年、122カ国もの国
の賛成を得て核兵器禁⽌条約が成
⽴しました。今年、⽂化も歴史も
違うたくさんの国々が「核廃絶」
という⼀つの⽬的のために、NY
に集まります。その国際会議の熱
を肌で感じて、⽇本に持って帰っ
てきたいと思います！�

今年の原⽔爆禁⽌世界⼤会は、
念願叶って⻑崎へ現地参加をさせ
ていただきました。会場を埋め尽
くす全国からの参加者、現地だか
らこその熱い空気に涙が溢れまし
た。締約国会議では医師として平
和を希求している思いや、被爆者
の⽅々から教えてもらったことな
どを、できる限り世界の⼈に伝え
たいです。そして、核廃絶に向け
た世界の動きを学び持ち帰って、
⽇本で、⻑野で取り組むエネルギ
ーにしたいと思います。�
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⽇本政府に核兵器禁⽌条約の
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光武鮎さん光武鮎さん
松本協⽴病院�⼩児科医師�

⽇本からも被爆者団体や核廃絶を求める市⺠運動の代表団が集います。世界各国から集まったNGO
の会合「サイドイベント」などに参加します。今回、⻑野反核医療者の会から、光武鮎さん、河野
絵理⼦さんの２⼈が現地参加をすることになりました。

⻑野中央病院�総合診療科医師�

2023

⾏って⾏って
きますきます

ニューヨーク国連本部ニューヨーク国連本部
核兵器禁⽌条約 第2回締約国会議核兵器禁⽌条約 第2回締約国会議

河野絵理⼦さん河野絵理⼦さん

オンライン署名もあります
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ピースボート共同代表・ICAN国際運営員
の川崎哲さん(右から2番⽬)と私たち


